研 究 発 表 会 の 共 催・協 賛 等
［承認までの手順］
　　 1. 共催，協賛等願い書提出・・・随　時（E-mail送付）
　　　　※ 該当する催しが会誌・Webに掲載されるまでに承認が得られるように提出．
　　　　※ 共催（協賛）先への依頼は当該研究会において事前に済ませておくこと．
　　 2. 領域委員会審議（書面審議）・・随時　→（調査研究運営委員会報告）

［願い書作成の留意点］
　　 1. 共催条件に財務的な責任の所在や資料の著作権について明記する．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊［書式ひな形］＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

○○年○月○日
　一般社団法人　情報処理学会
　○○○○領域委員長　殿
○○○○○○領域
○○○○○研究会
主査　○○　○○
○○○○○共催（協賛）について（お願い）
　　下記のとおり○○○○○を○○○○○と共催で実施したく，ご承認のほどよろしくお願いします．
記
　　１．テーマ
　　２．日　時
　　３．会　場
　　４．共催（協賛先）　○○○○○学会（○○○○研究会）
　　５．共催理由　　　　（200～300字程度）
　　６．共催条件　　　　（箇条書き）

                          例）・資料の作成は各学会毎に行い会計は独立とする．

                             ・著作権は情報処理学会が所有する．

                             ・参加者は各々の所属学会から資料を入手する．

                             ・会場費等は折半とする．

以　上
